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５０周年 
私の想い 

            

                 理事 吉澤 千明 
           

  

卯年の諺 
「株を守りて兔
を待つ」―守株
とも言い、日本

でも童謡「待ち
ぼうけ」で知ら
れる。昔のやり
方やしきたりに
こだわって、融
通が利かない、
また偶然の幸運
を再度待つ甘い
考えの譬え。
(『韓非子』) 
 

寅(トラ)の諺 
「暴虎馮河(ぼう
こひょうが)」－ 

暴虎は暴れる虎
を手で打つ、馮
河は暴れる黄河
を歩いて渡る意
味。向こう見ず
な勇気、血気に
はやって無謀な
行動を起こす事
の譬え。弟子の
子路を戒めた孔
子の対話からと
っている。(『論
語』) 

【寅年のことば】 

正常化 
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『シン・中国人―激変する社会と悩める若 
者たち』(斎藤淳子著 ちくま新書 946 円)               
「中国の過去二十数年の変化は世界が未だに
経験したことのない圧縮型の超高速発展だっ
た。当然のことながら、この間、中国の若者た

ちも大きく変化した」―本書は北京在住２６
年、在北京日本大使館勤務等で得た幅広い人
脈を通しての生の声、そして各種統計を分析
して一歩踏み込んだ、若い世代の問題を伝え 
         てくれる。 

生活、金銭感覚、恋愛、 
結婚、離婚、出産から住宅 
事情から結納金の話まで 
多様だ。親の世代とは全 
く異なる価値観やセンス 
を持つ“シン・中国人” 
は興味深いとともに、結 

婚・離婚率や人口増加率 
等、実は“シン・日本人” 
にも見えてくるのだ。 
         (Ｍ) 

 

 

老花眼 

§ ＷＢＣと中国チーム § 

 予選第１ラウンド初戦。日本は中国と
対戦。中国は世界ランク最下位の３０
位。しかし先発・大谷から１安打、戸郷
から本塁打を放ち、６回まで３対１と大
健闘。徐々に実力アップのようで、以前
は台北や韓国に勝っている。今回、真砂 

 

勇介(元ソフトバンク・現日立製作所)が
中国チームに。中国版ヌートバーだ。両
親が中国出身で実父が来日後も中国籍
を有していたため。野球はマイナーな中
国だが第１回から出場。プロチームは北
京タイガーズ、天津ライオンズ、広東レ
パーズ、江蘇ヒュージホース等がある。 
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通信 

 

がををる 

 

 

 前日の激しい雨もおさまり、留学生８
人を含む１６人が参加し、７月９日「ブ
ルーベリー狩り交流会」が行われました。
初めに「高橋摘み取り農園」(写真㊧㊤)

で、甘いまた少し酸味のあるブルーベリ
ーを摘み取り、食しました。 

 この後、「とみぷら」３階の民俗ギャラ
リー(写真㊧㊦)を訪れ“太古から現代ま
での富谷”の民俗資料、特別展示の“富
谷隕石”を見学。日本の古い歴史を示す
資料展示や配布される“民ギャラカード”
に皆さん、興味津々でした。 

 この後、奥州街道宿場町の旧佐忠商店
(写真㊦㊧、登録有形文化財)に立ち寄り、
店主さんから魯迅ゆかりの内山書店と内
ケ崎作三郎の関係についての話を聞くこ
ともできました。 

最後は「とみやど」(写真㊦㊨)で昼食と 

散策を楽しみました。皆さん、辛苦了！ 

2023 
８月号 

上海在住・菅原
氏が名誉会員に 
 先月の総会で
日中友好写真展

開催(２回、市役
所 )に全面的協
力をいただいた
元会員の菅原寿
和氏が名誉会員
に推薦され、承
認されました。 

 

「魯迅之碑」と東洋刃物(株) 
 先月の当会総会でご講演をいただいた大石社長
に改めて御礼を述べるとともに、後日談が。『魯迅・
藤野先生・仙台』(半沢正二郎著、Ｓ４１年出版)を
引用する。「魯迅の碑を仙台市に建てようという話
のキッカケは、高橋剛彦(当時東洋刃物ＫＫ社長)が
第１回訪中実業団の視察から帰ってきたとき(1957
年)であったと思う。小林軍太郎(秋保電鉄社長)な
ども熱心に唱えたのが記憶にある」(中略)「高橋の
発言で熊谷岱蔵医博を委員長に推挙し快諾を得た。
この三人の故人の力がなかったならば、おそらく事
は至難の難であったろう」とある。高橋氏が委員と
して１９６１年４月５日の許広平女史を迎えて行
われた「除幕式」に臨んだことは言うまでもない。 
 


